
１ 日時 令和５年１１月２５日（土）９：３０～１１：００

２ 場所 小倉北区 リビオ大手町

３ 参加者 ６５人、参加学生６人

住民どうしのつながりが希薄になりがちなマンションにおいても、防災や安心は共通課題であり、地域

コミュニティについて考えるきっかけになることを、実感する回となりました。「これからもこうした

企画を考えていきたい」という意見も聞かれ、次へとつながる支援ができたことを嬉しく思います。

リビオ大手町『あそぼうさい』

初めてマンションで実施したあそぼうさい。

福祉協力員が行った住民アンケートから、男

性は防犯・防災意識が高く、女性はつながり

を求める人が多いことがわかり、町内会と管

理組合がともに企画を進め、実現しました。

今回、北九大、共立大の学生メンバーの他、

NPO法人ALL OK、北九州ESD協議会のみ

なさんも一緒に、活動を盛り上げました！

まずは講話からスタート。この地域で起こりうる災害や、その影響について具体的にお話しすることで、

いざという時に助け合える関係づくりが大事であることを、感じてもらえたのではないかと思います。

あそぼうさいネタとしては「災害ぶたのしっぽ」「ダイソーグッズかるた」「地震トイレットペーパー」

「大雨前線ゴルフ」「緊急速報ハンドベル」「輪投げ天ぷら油」「ダイバーシティかるた」「SDGs神経

衰弱」「トランプ町内会」を実施した他、「心臓マッサージ」のチャレンジコーナーも設けました。

また、マンションにある消火設備などを見て回ってもらえるよう、スタンプラリー形式を取入れるなど、

住民の方たちが協力して準備をされていました。今回の企画をきっかけに、住民どうしのつながりをつ

くっていこうというみなさんの意気込みが伝わる、素晴らしい取組みになったと思います。


